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《業 種 別 総 括 》 

                          令和 5年 4月 

〔漁 業〕 

・ 4月の漁獲量は前年を373㌧下回り､漁獲金額は前年を1億2,100万円下回った｡漁獲量では､底引

網漁､ツブ､キンキ漁が増加となり､定置網､カレイ､タコ､ホッキ漁､昆布が減少した｡漁獲額では､

ツブ､メヌケ漁が増加となり､底引網､定置網､タコ､ホッキ漁､昆布が減少した｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ リーダーシップをとれるホースマンを目指す育成調教技術者研修の第41期生開講式が19日､浦

河町のうらかわ優駿ビレッジＡＥＲＵで行われた｡今回､入構を許されたのは全国から応募があ

った72人の中から選ばれた18歳から25歳までの27人｡それぞれの決意を胸にこの日を迎えた｡ 

・ アスパラガスの生産が盛んな新ひだか町三石地区で､ハウス栽培のアスパラの収穫作業が本格

化している｡みついし農協によると､今年は農家20戸が約2.6㌶に作付けしており､12㌧の出荷を

予定している｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は8億9,600万円で､前年を2億7,200万円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は13億2,300万円で前年を3億8,200万円下回った｡ 

・ 4月の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､8件で､前年と同数となった。 

〔小売業・飲食業〕  

・ 新冠町西泊津の日高食肉センター主催､エスフーズ共催の道産豚肉還元セール｢第18回豚肉びっ

くり市｣が22日､同センターで開かれ､格安の豚肉を購入しようと町内外から多くの人が詰め掛

けた｡ 

〔観光・その他〕 

・ 冬期間休館中だった襟裳岬･風の館が1日オープンして､襟裳岬に春の到来を告げた｡この日は晴

天に恵まれ､満潮時を迎えた岩礁帯の白波と､海面とのコントラストの眺望が訪れた人を楽しま

せた｡入館者らは､岩礁帯の先端で寝そべるゼニガタアザラシを見つけ歓喜の声を上げていた｡ 

〔雇 用〕 

・ 4月の浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区､全道ともに前年を下回った｡ 

〔総 括〕 

建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)は､前年を3億8,200万円下回り､町

発注工事は前年を2億7,200万円上回った｡4月の町発注工事は前年を上回り､手持ち工事確保し

ている企業も多く､安定感が見られる｡漁業の漁獲量は前年を373㌧下回り､漁獲金額は前年を1

億2,100万円下回った｡漁獲量では､定置網漁が大幅に減少､カレイ･タコ･ホッキ漁､昆布も減少

している｡底引網･ツブ漁は増加している｡飲食業は､コロナウイルスの規制緩和や第5種へ移行

されることから､企業の歓迎会等の宴会や個人客も増え､客足は戻りつつある｡また､桜まつりが

通常開催となった静内や浦河には多くの観光客が訪れ､観光施設や飲食店は賑わっていた｡しか

し､物価高騰で仕入価格や光熱費が高くなり､経費の増加が経営を圧迫し､コロナとは別に厳し

い状況となっている｡個人消費は､人の動きは活発になってきているものの､物価高で消費を抑

える動きも見られ､先行きの不透明感は増している｡観光客も増加傾向にあり､観光シーズンも

始まり､観光イベント等の通常開催も予想されることから､各事業者は消費拡大､景気回復に期

待を寄せている｡ 



２ 

     

〔沿岸漁業〕カレイ､タコ､ホッキ､ナマコ漁等｡〔沖合い漁業〕定置網､ツブ､キンキ漁等｡ 

総漁獲量 1,136㌧・総漁獲額 5億4,500万円(前年同月比 373㌧減・1億2,100万円減)｡ 

  

  

 

 

  

 

 

 

 

  

底引網漁……… 243ｔ ・  33百万円  ( 前年同月比     70ｔ増  ・   8百万円減 ) 

定置網漁……… 324ｔ ・  41百万円  ( 前年同月比    228ｔ減  ・  13百万円減 ) 

カレイ漁………  34ｔ ・  10百万円  ( 前年同月比     39ｔ減  ・   4百万円減 ) 

タコ漁…………  63ｔ ・  57百万円  ( 前年同月比     47ｔ減  ・  40百万円減 ) 

ツブ漁………… 113ｔ ・  24百万円  ( 前年同月比     40ｔ増  ・   4百万円増 ) 

ウニ漁…………   2ｔ ・   4百万円  ( 前年同月比      1ｔ増  ・   1百万円増 ) 

ナマコ漁………   2ｔ ・  12百万円  ( 前年同月比   増減なし  ・   2百万円増 ) 

ホッキ漁………  38ｔ ・  12百万円  ( 前年同月比     21ｔ減  ・  14百万円減 ) 

メヌケ漁………  13ｔ ・  30百万円  ( 前年同月比   増減なし  ・   8百万円増 ) 

キンキ漁………   4ｔ ・   6百万円  ( 前月比売上      2ｔ増  ・   2百万円増 ) 

昆 布………… 166ｔ ・ 272百万円  ( 前月比売上     25ｔ減  ・  44百万円減 ) 

その他………･･ 134ｔ ・  44百万円  ( 前月比売上    126ｔ減  ・  15百万円減 ) 

 

・ 道は2021年秋に道東の太平洋沿岸で発生し､エゾバフンウニや秋サケが大量死した赤潮につい

て､最新の研究成果を公表した｡原因プランクトン｢カレニア･セリフォルミス｣の有害性を巡っ

ては､大きな被害が出たウニは耐性が比較的強いことが判明した｡それでもウニが多く死んだの

は､セリフォルミスの影響で弱った後､波にあおられて海岸に漂着するなどして引き起こされた

可能性が高いと分析している｡水槽に入れた13魚種を､培養したセリフォルミスにさらす実験で

は､エゾアワビやサケが最も低い濃度で死んだ一方､ナマコやホタテ､ウニは高濃度にしないと

死ななかった｡ただ､21年秋の赤潮では釧路管内釧路町などでエゾバフンウニが大量死｡被害額

約91億円のうち､ウニ類が約69億円を占めた｡道水産振興課は｢プランクトンの毒が主な死因で

はないものの､弱体化したウニは岩への付着力を失って海中を漂った｡海岸に打ち上げられたり､

岩に衝突して損傷したりしたことが大量死を招いた｣とみている｡また､赤潮発生時の海洋環境

や20年秋にロシア極東カムチャツカ半島南部で発生した赤潮の原因プランクトンとＤＮＡが一

致したことから､セリフォルミスはカムチャツカ海域から流入した可能性が高いとした｡研究は

道立総合研究機構水産研究本部(後志管内余市町)などが本年度も続け､深い海に生息する魚介

類への影響などについて解明を進める方針｡ 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

・ 2023年のホッカイドウ競馬｢グランシャリオナイター｣が19日､門別競馬場で開幕した｡昨季までの

3シーズンは新型コロナウイルス感染防止対策で入場制限を行ったが､今季は制限なく4季ぶりの

通常開催となった｡同競馬は11月9日までの毎週火､水､木曜を基本に82日間全日程をナイターで開

催し､馬産地ならではの白熱したレースを繰り広げる｡開幕イベントとして5月16日にエスコンフ

ィールド北海道で行われる北海道日本ハム主催試合の観戦ペアチケットや､今季の同競馬の公式

アンバサダーに就任した元日本ハムファイターズの杉谷拳士さんのサインボールなどが当たる抽

選会も行われた｡また､杉谷拳士さんがサプライズで入場門でお迎えし､一緒に記念撮影するなど

ファンを喜ばせた｡当日は､待ちわびた約千人の競馬ファンが熱いレースに声援を送った｡ 

・ 文部科学省の｢マイスターハイスクール｣(次世代地域産業人材育成刷新事業)に指定され､全国で

唯一､サラブレッドを生産し､その繁殖･出産･育成･販売を通して馬に関する基礎的･応用的な知識

や技術のほか､実馬を利用し､基本的な性質や取り扱い方､乗馬の基礎技術などを学習している静

内農業高等学校で4月2日､アニマルキングダムを父に持つ牡馬が誕生した｡新2年生たちは､この馬

を来年の北海道市場への上場目指して育てていく｡ 

〔農 業〕 

・ 新ひだか町三石蓬栄の農業生産法人｢ファームホロ｣(幌村司社長･従業員5人)のハウスで､今年

も､うま味と甘味が詰まった春採りアスパラの出荷が始まった｡収穫量はこれから徐々に増え4

月上旬～5月上旬までの1カ月間は収穫の最盛期を迎える｡ファームホロは､2005年に幌村建設が

新領域事業として設立し､アスパラガスと花きの生産販売をしている｡“太ゴロ”で甘味の強い

グリーンアスパラを中心に､ホワイトアスパラ､希少な品種のムラサキアスパラを生産｡高品質

なアスパラは､一流レストランやホテルからの注文が多く､関東や関西､札幌を中心に出荷して

いる｡今年も冬場の雪も少なく暖かな日が多いことから､生育状況は順調な出だしとなっており､

出荷量は昨年と同様の16㌧を見込んでいる｡ 

〔花き栽培〕 

･ 4月の花き出荷実績は､13万本､金額 1,477万円(前年 17万本､1,571万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､13億 

2,300万円で､前年同月比3億8,200万円減少した｡ 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和5年4月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 5 7 15 27 141 281 252 674 2 
浦 河 町 0 0 5 5 0 0 19 19 3 
様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 1 

えりも町 2 4 3 9 53 69 20 142 0 
広 尾 町 0 0 12 12 0 0 61 61 2 

計 7 11 35 53 194 350 352 896 8 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は 8億 9,600万円となった(前年同月 6億 2,400万円)｡ 

工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は11件上回り､金額は2億7,200万円上回った｡ 

・ 4月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は 8件で､前年と同数となった｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が507㌧(前年440㌧)で前年比15.2％の増加｡ 

出荷金額は1,212万円(同840万円)で前年比44.3％の増加｡ 

〔製 材〕 

・建材4月の受注は少なく､前年同月比減少している｡ 

 

 

〔卸売業〕 

・ 野菜は､道内産のゴボウ､ホウレン草､ミツバ､ニラ､レタス､ジャガイモ､長イモ等が主体となり､

本州産は､ダイコン､ニンジン､キャベツ､ネギ､キュウリ等が出荷されている｡果物は､本州産の

リンゴ､イチゴ等が主体となっている｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・ 浦河町内で精肉店を営む｢梶田商店｣(大通3)が､町特産の夏イチゴ｢すずあかね｣を使ったハンバ

ーガーの製造販売を 3月下旬から始めた｡テイクアウト方式で､毎週木曜午後の週 1日限定｡肉

の端材を活用することで食品ロスを防ぐとともに､大型スーパーを利用することの多い若年層

の集客にもつなげる狙い｡梶田学社長(46)は｢地場産品をふんだんに使っている｡肉屋のハンバ

ーガーをぜひ味わってほしい｣と話している｡ 

・ 新ひだか町の商店主らが講師となって専門知識や技術を住民に教える無料の自主講座｢まちゼ

ミ㏌新ひだか｣の､第5回まちゼミを10月12～11月12日に開催する｡１カ月にわたって趣味や

教養､健康､食などの約 30の講座の開講を見込んでいる｡日高管内では唯一､2019年から毎年開

催されており､今年で 5回目となる｡昨年は 28の店舗･事業所がウクレレや電気節約術のほか､

ヨガ､パン作りなどの計34講座を開き､225人が受講した｡30程度の店舗･事業所を募集する｡ 

〔観光・その他〕 

・ 二十間道路桜並木を会場に｢第60回しずない桜まつり｣が24日開幕した｡21日にエゾヤマザク

ラの開花が宣言され､25日正午に満開を宣言した｡サクラの開花は昨年より 4日早く､連日､道

内外から訪れた観桜客でにぎわっている｡24､25 日に行われた高所作業車の上から見る桜並木

と雄大な日高山脈には､行列ができ空から見る桜並木に歓声を上げていた｡26日には 1日だけ

のサクラのライトアップが行われ､夕方にまつりメイン会場の花のトンネルの奥周辺がライト

アップされ､すっかりピンクに色づいた並木を散策する家族連れやカップルが多く見られた｡ 

・ 第56回優駿の里浦河桜まつりが29日､浦河町西舎の｢うらかわ優駿ビレッジアエル｣特設会場

で開かれた｡今年はサクラの開花が早く､開催を例年の5月上旬から前倒し｡満開のタイミング

となり､会場は観光客や地元住民でにぎわった｡ 

・ 襟裳岬の苦難の緑化事業をテーマにした映画｢北の流氷｣(仮題)のクランクインに向け､27日～

5月2日にかけて､浦河町出身の映画監督田中光敏さんや脚本家小松江里子さんらが､日高東部

3町(えりも､様似､浦河)と広尾町を訪れている｡28日は浦河町西舎の桜並木を皮切りに､周辺地

域の春の景観のドローン撮影を一部開始した｡映画は､襟裳岬を蘇らせた漁師たちの実話をベー

スに｢自然と人間の共生｣をテーマに､昭和30～40年代が舞台となる｡撮影は田中監督､脚本は｢ど

んど晴れ｣｢天地人｣｢花燃ゆ｣などでお馴染みの小松さんが手掛ける｡撮影が本格化するとスタッ

フや役者ら200人規模の宿泊となることもあり､現在は年内のクランクインを目指して撮影時

期の検討などを進めている｡ 
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〔管内の倒産〕 

･ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額ゼロ(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

･ 北海道の倒産件数は17件(前年同月16件)､負債総額は20億400万円(同48億6,500万円)､倒産件 

  数は前月比16件減少､前年比1件の増加となった｡            

〔全国の倒産〕 

･ 全国の倒産件数は610件(前年同月486件)､負債総額は2,038億6,100万円(同812億5,300万円)｡ 

倒産件数は前月比199件減少､前年比で124件の増加となった｡       （東京商工リサーチ） 

〔雇   用〕 

･ 4月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.42倍で､前年比0.13ポイント下降、前月比0.18ポイント 

下降した。有効求人数は922人で前年比135人の減少､前月比で110人の減少となった｡有効求職 

者数は648人で前年比35人の減少､前月比で2人の増加となった｡全道の月間有効求人倍率は0.97 

倍で､前年比0.03ポイント下降､前月比0.08ポイントの下降となった｡ 
 

 
 

 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
 
4 / 2    第67回 大 阪 杯                            （ＧⅠ） 

ジャックドール 号         (日高町 クラウン日高牧場 殿生産） 
 

4 / 8   第41回 ニュージーランドトロフィー                       (ＧⅡ) 
       エ エ ヤ ン 号            （新冠町 須崎牧場 殿生産） 
 
4 / 8   第66回 阪神牝馬ステークス                      （ＧⅡ） 
       サウンドビバーチェ 号           (浦河町 三嶋牧場 殿生産） 
 
4 /15   第32回 アーリントンカップ                  （ＧⅢ） 
        オオバンブルマイ 号     (新ひだか町 ㈱サンデーヒルズ 殿生産） 
  

  4 /16   第28回  アンタレスステークス                  （ＧⅢ） 
        プロミストウォリア 号           (平取町 坂東牧場 殿生産） 
   
  4 /23   第58回 フローラステークス                   （ＧⅡ） 
        ゴールデンハインド 号    （新冠町 ビッグレッドファーム 殿生産） 
 
   
 
  北海道市場トレーニングセール年度別成績表  
                                (単位：頭、％、円)         

年次 上場頭数 売却頭数 売却率 総売上額 最高価格 

2018 228 151 66.2 1,083,200,000 45,000,000 

2019 234 162 69.2 1,063,800,000 34,000,000 

2020 開催中止     

2021 124 83 66.9  592,100,000 30,000,000 

2022 134 96 71.6  699,400,000 42,000,000 

                            

 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区  

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和 5 年 4 月末現在)                 (単位：人) 

町 村 名 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 4,606 -46 53 2,450 19 51 

日 高 町 10,760 -290 68 5,924 -56 76 

新 冠 町 5,195 2 6 2,826 76 19 

新 ひ だ か 町 20,778 -438 87 11,402 -84 92 

浦 河 町 11,573 -119 9 6,691 6 37 

様 似 町 3,934 -120 -15 2,081 -43 0 

え り も 町 4,242 -114 16 2,051 -22 20 

日高地区合計 61,088 -1,125 224 33,425 -104 295 

広 尾 町 6,109 -173 37 3,206 -20 30 

大 樹 町 5,429 24 27 2,835 77 24 

日高･十勝地区合計 72,626 -1,274 288 39,466 -47 349 

札 幌 市 1,959,741 -2,041 2,450 1,103,097 8,892 3,728 

江 別 市 118,859 -563 77 59,468 216 232 

石 狩 市 57,828 -103 32 28,531 277 52 

北 広 島 市 57,144 -425 -22 28,262 107 63 

恵 庭 市 70,176 10 107 35,134 431 127 

千 歳 市 97,689 185 724 51,888 763 598 

石狩地区合計 2,361,437 -2,937 3,368 1,306,380 10,686 4,800 

苫 小 牧 市 167,457 -1,571 -46 91,053 192 207 

厚 真 町 4,353 -37 -2 2,133 6 8 

む か わ 町 7,426 -126 17 4,045 23 25 

胆振地区合計 179,236 -1,734 -31 97,231 221 240 

営業区域合計 2,613,299 -5,945 3,625 1,443,077 10,860 5,389 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                 (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和5年4月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 922 86,768 -135 -5,139 -110 -3,589 

月間有効求職者数 648 89,654 -35 -2,571 2 3,561 

月間有効求人倍率 1.42 0.97 -0.13 -0.03 -0.18 -0.08 

                                               (資料出所:北海道労働局) 

 

３ 企業倒産状況(令和5年4月)                                        
（単位：件、百万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地    区 

苫小牧管内 0 0 0 0 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 17 2,004 1 -2,861   
全   国 610 203,861 124 122,608   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 



７ 

 

 

 
４ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和5年4月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

179,191 1.02 1.02 59,143 0.98 0.95 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

 

５ 町発注工事 (令和5年4月)                         （単位：百万円） 

(資料出所：各町) 
 
 
 

６ 建築確認申請 (令和5年4月) 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

(資料出所：各町) 

 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和5年4月中の気象状況                         (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本    年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1991～2020

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返 

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 7.3 126.5 176.1 2.1 162.4 93.7 

広   尾 8.2 181.5 194.5 3.0 163.1 107.0 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

 

 

 4月 累  計 前年同月 前年同月累計 

件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 件 数 金 額 

新ひだか町 27 674 27 674 19 446 19 446 

浦 河 町 5 19 5 19 7 37 7 37 

様 似 町 0 0 0 0 0 0 0 0 

え り も 町 9 142 9 142 6 29 6 29 

小 計 41 835 41 835 32 512 32 512 

広 尾 町 12 61 12 61 10 112 10 112 

総合計 53 896 53 896 42 624 42 624 

 4月 累 計 前年同月 前年累計 

件 数 件 数 件 数 件 数 

新ひだか町 2 2 3 3 

浦 河 町 3 3 2 2 

様 似 町 1 1 1 1 

え り も 町 0 0 1 1 

小 計 6 6 7 7 

広 尾 町 2 2 1 1 

総合計 8 8 8 8 



８ 

 

                        日高振興局からのお知らせ 

 

●『少年の主張』日高地区大会 
～各町を代表する中学生たちが集まり、自分達の思いを熱く語ります～ 

 少子高齢化、国際化、情報化の急速な進展等、社会や国際的な環境が大きく変化する現代社会に

あって、次代を担う少年には、心身ともに健康で他者を思いやる心をもち、社会的に自立していけ

る、健やかな成長が求められています。 

 そのためには、広い視野と柔軟な発想や創造性などとともに、物事を論理的に考える力や自らの

主張を正しく理解してもらう力などを身につけることが大切であるとされていることから、少年が

社会に向けての意見、未来への希望などを発表できる機会を設け、少年の健全育成及び非行防止に

対する道民の理解を深める契機となることを目的として開催しています。 

 

              

・日時：令和５年７月１日（土）１４時～ 

・場所：北海道日高合同庁舎 ４階 講堂 

※どなたでも、ご自由にお入りいただけます。 

□お問い合わせ先 

北海道日高振興局保健環境部環境生活課  

道民生活係（電話：0146-22-9251）  

 

●『北海道みんなの日』 

～７月１７日は 「北海道みんなの日」 （ 愛称「道みんの日」 ） です～ 

 ７月１７日は、北海道の名付け親とされる松浦武四郎が、明治２年（1869年）、明治政府に対し

「北加伊道」という名称を提案した日です。 

 松浦武四郎は、江戸時代の終わりから明治にかけて活躍した探検家で、６度に渡る蝦夷地（北海

道）の探検を通じて、アイヌの人々とも交流を深め、詳細な記録を数多く残しました。 

 「道みんの日」は、北海道の魅力と価値を再発見し、北海道を誇りに思う心を育み、より豊かな

北海道を築きあげることを期する日です。 

 この日をきっかけに、北海道に愛着や誇りをもっていただき、北海道の魅力を発信する機会とし

ていただければ幸いです。 

 

 なお、北海道では、毎年「道みんの日」を記念して様々な取組を行っています。詳しい取組内容

につきましては、順次、道のホームページに公開します。

（ https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/ss/717/event.html）  

  

毎月第3日曜日は 

道民家庭の日 

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ks/dms/ss/717/event.html


 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺 町 支 店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1 丁目 83の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静 内 支 店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1 丁目 1 の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三 石 支 店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様 似 支 店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広 尾 支 店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7 の 1       ☎（01558）2-3161 

札 幌 支 店 〒060-0004 札幌市中央区北 4 条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

日高徳洲会病院内 ATM 日高郡新ひだか町静内こうせい町 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 土曜 9：00～17：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

※ハンドセット付ＡＴＭ：プッシュボタン付受話器から、音声ガイ 

ダンスにより操作手順をご案内するＡＴＭです。 

 

 

        業務部地域貢献課 

        業務部地域貢献課 
           〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31の 2 

           電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

           URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4 階 

 


